
一般廃棄物焼却灰からの金属回収のための特性の把握

日本の一般廃棄物の発生量は年間約4200万トン
（環境省：令和元年度）にもなり、その約8割は
焼却施設で焼却処理されている。焼却処理の特徴
として有機物の無機化、廃棄物の約 9 割減容、熱
エネルギー回収などが挙げられる。
国内で最も一般的に使用されている焼却炉である、
ストーカ式焼却炉の概略図を左に示す。この図の
ように、採取個所により焼却灰を主灰・落じん灰
の二つに分類し、研究を進めている。
焼却処理を経て、全国で大量に発生する焼却灰は
その有害性からリサイクルが難しく、その技術は
世界的に見ても後れを取っている状況である。し
かし焼却灰から特定の元素を回収することができ
ると、本来処分されるはずの焼却灰が経済的価値
を生み、有害元素の除去にもつながると考えられ
る。
以上より本研究の目的は、一般廃棄物焼却底灰の
粒径区分別の有用金属含有量データを蓄積し、い
くつかの観点から考察を行うこととする。また、
含有量分析の際の項目を拡大し、より詳細なデー
タを獲得・蓄積することとする。採取した焼却灰の写真
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